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様式第３号(第１２条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  令和5年度 第1回図書館協議会 

開 催 日 時 

令和 5年 7月 18日(火) 
午前・午後 2時 00分から 

午前・午後 3時 45分まで 

開 催 場 所  吉川市役所 202会議室 

出席委員(者)氏名 若林元城・相内美帆・野上文子・中村典子・木村嘉男・高野功・二宮秀樹 

伊藤早希（敬称略） 

欠席委員(者)氏名  馬場重弘・川上裕子（敬称略） 

担当課職員職氏名 生涯学習課 課長：岩上勉 同主査：山崎弘輝 同主事：笹原康友  

市立図書館 館長：竹林聡 同チーフ：森田幸子 

会議次第と会議の公

開又は非公開の別 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 自己紹介 

４ 議事 

（１）正副会長の選出について 

（２）令和 4年度事業報告について 

（３）吉川市図書館を使った調べる学習コンクールについて 

５ その他 

（１） 図書館内での水分補給について 

（２） 図書館 100周年イベントについて 

（３） おあしす長寿命化（中規模）改修工事について 

６ 閉会 

【全て公開】 

非 公 開 の 理 由  なし 

傍 聴 者 の 数 ０名 

会 議 資 料 の 名 称 ・次第 

・資料1 令和4年度事業報告書 

・資料2 吉川市図書館を使った調べる学習コンクール 

・追加資料(1)図書館内での水分補給について 

    (2)吉川市図書館100周年企画 

    (3)市民交流センターおあしす長寿命化（中規模）改修工事について 

    (4)令和4年度「広報よしかわ11月号」 

会議録の作成方法 □録音機器を使用した全文記録 

■録音機器を使用した要点記録 

□要点記録 

会議録確認指定者 若林元城・伊藤早希（敬称略） 

その他の必要事項  
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審議内容(発言者、発言内容、審議経過、決定事項等) 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高野会長 

 

 

 

高野会長 

事務局 

高野会長 

若林委員 

 

野上委員 

 

伊藤委員 

木村委員 

 

 

中村委員 

 

1 開会 

 

2 開会あいさつ  

- 生涯学習課主査あいさつ - 

- 委嘱書配布 - 

 

3 自己紹介 

- 各委員・事務局 - 

 

4 議事 

（１） 正副会長の選出について 

会長立候補有り。高野委員。全委員承認。 

副会長立候補無し。事務局案馬場委員。事務局案で全委員承認。 

- 正会長あいさつ – 

- 会議録確認者決定：若林委員・伊藤委員 - 

 

（２）令和4年度事業報告について 

事務局より説明願う。 

資料 1に基づき説明。 

事務局の説明に対して、意見や質問はあるか。 

資料 1より「スタッフ研修」について、多岐に渡るテーマの研修に参加されている

ことが分かった。 

私は、図書館視察の研修に帯同させていただいた。実際に足を運び、多くの気づき

を得ることができたことは貴重な経験であった。 

内部だけではなく、外部の研修に参加する機会も多くあり、良いことだと思う。 

日々の業務をしながら、多くの研修に参加され大変かと思う。そうしたなかで、受

講した研修内容を、利用者の方に還元することが一番大切なことだと思う。インプ

ットとアウトプットを繰り返しながら、より良い施設作りに繋げていただきたい。 

1 点質問する。「スタッフの研修」について、障がいを持つ当事者の方を巻き込ん

だ研修といったものは実施しているか。例えば、視覚障がいがある方にとって、読
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中村委員 

 

 

 

事務局 

 

中村委員 

 

事務局 

 

中村委員 

事務局 

 

中村委員 

 

事務局 

 

中村委員 

高野会長 

高野会長 

事務局 

高野会長 

高野会長 

相内委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

書をすることはとてもハードルが高い。読みたい本を探すため、静かな図書館でス

タッフに声をかけて良いかも分からない。また、車イスの方であれば、本を選ぶ際

に届きやすい位置に置いてあるか。そういった当事者の声も取り入れながら研修を

実施したほうが、良い丁寧な利用者対応に繋がると思う。 

貴重なご意見感謝する。当事者の方を巻き込んだ研修は行っていないため、今後の

参考とする。 

本の貸出期間についても、通常は 2週間かと思うが障がいを持っている方に配慮し

ていることはあるか。 

障がい者サービスというものがあり、登録された場合は、本の貸出期間は 1ヵ月と

なる。 

そういったサービスがあることは知らなかった。教えていただき感謝する。 

その他に、登録をすると本の配送といったサービスも実施している。詳しくは図書

館に問合せいただければ案内する。 

住まいが三郷市のため知らなかったが、そういった情報も届いていないのが現状だ

と感じる。 

広報活動に課題があると感じる。まずは、各図書館室で活動されているサークル団

体へ周知をする。 

手伝えることがあれば協力する。 

他に質問はあるか。 

図書館中級職員研修会とあるが、この研修の対象者はどういった方か。 

勤続 5年以上の方が対象である。 

理解した。 

他に質問はあるか。 

「図書館資料の概要」より、月ごとの本の利用冊数ついての目標値といったものは

あるか。 

月ごとの目標値といったものは無い。資料のとおり過去 5年で見ると利用冊数は減

少しているため、全スタッフに共有し、利用がより増えるために努力しようと共通

認識を持っている。また、参考までに令和 3年度の埼玉県 63市町村 1 人あたりの

本の利用冊数といった統計が出ており、その中で比較すると、吉川市は 6.09（冊）

/1（人）であり、県全体の平均 4.91（冊）/1(人)よりは高い結果となっている。

また、63 市町村の中では吉川市は 9 番目という結果を残している。算出方法が、
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事務局 

 

 

高野会長 

 

 

相内委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

高野会長 

二宮委員 

 

事務局 

二宮委員 

 

 

 

事務局 

 

 

高野会長 

事務局 

高野会長 

高野会長 

 

総利用冊数を各市町村の人口で割っていることから、人口が少ない自治体が上位を

占める傾向がある中、人口 7万 3千人の吉川市の結果は、同じ規模の市町村と比較

すると上位傾向であると考えられる。 

利用冊数を増やすための図書館の取り組みはもちろんだが、小中学校の図書館司書

の方とも連携し読書の機会を増やすなど、図書館側から積極的に呼びかけていく必

要があるかと思う。 

最近では、電子書籍といったものが流通しているかと思う。電子書籍を導入してい

るか分からないが、今後はそういったものも検討してはいかがか。 

吉川市では現在、電子書籍を扱う電子図書館は導入していない。電子書籍は簡単に

購入できることなど、利便性が広がるかと思われるかもしれないが、自由に購入で

きる書籍と、図書館用に貸し出せる書籍には差があるという実態がある。需要があ

る書籍を導入しようとしても、出版社や執筆者が図書館の貸し出し書籍として許可

を出さないといったことが現実的に起こり得る。電子図書館の導入には高額な費用

が係ることから、他自治体の事例などを参考にしつつ、例えばジャンルを絞って電

子書籍を導入するなど、費用対効果を考えながら検討しているところである。 

他に質問はあるか。 

昨年度、広報よしかわ 11 月号に図書館の特集記事を取り上げられたということだ

が、毎年実施しているか。 

7年ほど前に実施したが、毎年行っているものではない。 

可能であれば毎年実施するのはどうか。広報は全戸に届くこともあり、目にする方

が多い。今回の特集は、図書館のＱ＆Ａやイベント情報が載っており、図書館とい

う場所に足を運びたくなるような内容であった。幅広い年齢層の方を巻き込むため

にも継続してはいかがか。 

ご意見感謝する。検討する。 

 

（３）調べる学習コンクールについて 

事務局より説明願う。 

資料 2に基づき説明。 

事務局の説明に対して、意見や質問はあるか。 

資料 1の「図書館事業」より、調べる学習出前講座というものを実施しているが、

中曽根小だけの実施か。 
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事務局 

 

高野会長 

事務局 

 

 

 

 

高野会長 

 

高野会長 

 

 

 

事務局 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

事務局 

 

 

 

昨年度はその通りである。校長先生より依頼を受けて実施した経緯がある。今年度

も既に実施し、美南小学校の 3年生 7クラスを対象に説明を行った。 

資料 2より、各学校の応募数に差があるなど、どう考えているか。 

学校にもよるが、応募する作品を選別した上で提出されている学校もあるのではな

いかと推察する。その判断は学校に一存している。全体の応募総数でみると、年々 

右肩上がりで伸びており、市内の小中学校にこの事業が浸透してきているのではな

いかと感じている。図書館としては、調べる学習応援講座や相談会を実施し、引き

続き児童生徒のサポートをしていく。 

他に質問はあるか。 

‐ 質問無し - 

それでは議事を終了とする。 

 

5 その他 

（１） 図書館内での水分補給について 

追加資料(1)に基づき説明。 

意見や質問はあるか。 

‐ 質問無し – 

水分補給の場所について、座席であれば可能とする運用に改定。 

 

（２） 図書館 100周年イベントについて 

追加資料(2)に基づき説明。 

意見や質問はあるか。 

‐ 質問無し – 

追加資料(2)のとおり、図書館 100周年にかかる様々な企画を実施する。 

 

（３） おあしあ長寿命化（中規模）改修工事について 

追加資料(3)に基づき説明。 

意見や質問はあるか。 

‐ 質問無し – 

追加資料(3)のとおり、市民交流センターおあしす長寿命化（中規模）改修工事を

実施する。 
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高野会長 

6 閉会のあいさつ  

-  会長あいさつ  - 

（午後 3時 45分終了） 

 

 

以上、会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

令和５年８月２３日  

 

署名委員  若林 元城（自署）    署名委員  伊藤 早希（自署） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


